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Ⅰ　基本情報

業務の範囲

３　評価単位

複数施設を一括評価の場合、その理由：児童会館全体でスケールメリットを生かし、一定のサービス水
準の維持を図っており、施設の管理運営面での均一性が確保されている要素が多いことなど　から、指
定単位での一括評価とした。新規で開設した東山児童会館及び元町北ポプラ児童会館については個別
に指定したが、一括指定の児童会館施設と同様のサービス水準を確保するよう求めており、同一内容
の業務であることから同一の評価単位とする。

施設数：児童会館111館

指定単位

開設時期 別紙「児童会館一覧」のとおり 延床面積 別紙「児童会館一覧」のとおり

児童の文化的素養を培い、その福祉を増進する

施設数：複数施設を一括指定（109館）、個別指定（２館）

複数施設を一括指定の場合、その理由：地域間格差がなく一定のサービス基準を確保する必要がある
ことなどから、109館の児童会館をひと括りとし、中島児童会館との複合施設であるこども人形劇場を児
童会館と合わせて一括指定とした。また、東山児童会館及び元町北ポプラ児童会館については、一括
指定後に新規で開設したため、その都度指定した。

ア　児童会館：施設の維持管理業務、児童の健全育成業務、子育てサロン業務、使用承認等業務（利用
料金制度）

遊びを通じた児童の健全育成、親子交流の支援、その他設置目的を達成するために必要な事業

体育室、図書室、プレイルーム、クラブ室、事務室、その他

２　指定管理者

公益財団法人　さっぽろ青少年女性活動協会

令和5年4月1日～令和10年3月31日

非公募

ア　児童会館
　長期的な視点に立った継続的な事業運営や人材育成、ノウハウの蓄積が必要であり、特に利用者で
ある児童をはじめ、その保護者や地域住民との継続的な信頼関係が重要であること。また、児童会館が
その設置目的を達成するためには、事業内容の企画立案等を札幌市と指定管理者が一体となって行う
必要があり、札幌市が継続的かつ積極的な関与を行うことができる団体を指定管理者とする必要がある
ため。

目的

事業概要

主要施設

名称

指定期間

募集方法

指定管理者評価シート

事業名
児童会館及びこども人形劇場運営管理費子育て
サロン事業費 所管課（電話番号） 子ども未来局子ども育成部子ども企画課（211-2989）

１　施設の概要

名称 別紙「児童会館一覧」のとおり札幌市児童会館（111館） 所在地
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Ⅱ　令和6年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　すべての利用者
が平等かつ安心
安全に利用するこ
とができるよう、取
り組みがなされて
いる。
　利用者からのい
意見や苦情につ
いては、少しでも
その頻度を減らす
ことができるよう、
研修等によりサー
ビスの改善を図っ
てほしい。

　他の組織とも連
携しながら、会館
全体で、環境保全
に対する意識を醸
成する効果的な
取り組みが行わ
れている。

（１）統括管
理業務

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

所管局の評価

1　業務の要求水準達成度

▽　管理運営に係る基本方針の策定

　今指定管理期間における基本方針「街とともに未来を育
む人づくり」を掲げ、適切な施設の管理運営に努めた。青少
年の健全育成にあたっては、中高校生の居場所づくりを重
点取り組みとして、複数館が連携することで利用者同士の
関係構築をサポートするなど新たな事業を展開した。また、
体験機会創出事業については、地域特性や各施設の実情
に合わせた事業展開を推奨するなど、こども一人一人の
ニーズを意識した体験機会の提供に努めた。

　中高校生の利用
者数の増加や子ど
も運営委員会の取
り組みが多様化し
ている点など、施設
の管理運営におい
て昨年度から向上
している傾向にあ
る。これらについて
は、同一の基本方
針を継続して掲げ
ることで、目指す指
標や重点的に取り
組む事項が明確に
なり、より実効性の
ある事業を提供で
きているものと評価
している。

　基本方針を定め
て運営することに
より、施設の設置
目的や目指す効
果を実現できてい
る。
　中高校生の利用
者数の増加や子
ども運営委員会
の取り組みの多
様化など、昨年度
から施設の運営
管理について向
上している点もみ
られ、児童の健全
育成に寄与する
事業展開ができて
いた。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

　札幌市児童会館条例が定める使用者に対して、平等かつ
安心安全に利用いただけるよう努めた。特に障がいのある
子どもや配慮が必要な子どもの受け入れ、ならびに医療ケ
ア児童の受け入れにあたっては専門機関からの指示やアド
バイスを受けるなど、より慎重な対応を心掛けた。

　より良いサービス
の提供に努めては
いるが、一定の頻
度で利用者からの
ご意見や苦情等を
受ける状況にある。
環境整備や職員研
修等の強化を行い
改善を図る。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

　省エネルギー対策として照明のLED化やプラスチック素材
を可能な限り避けた物品の購入を進めたほか、職員を対象
とした環境教育を実施するなど会館全体で地球温暖化対策
に取り組むよう努めた。

　円山動物園や地
域企業等と連携し
た環境関連事業を
実施するなど、啓
発の機会を一定程
度実施できたと考
える。
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　人材確保や職員
の資質向上のた
めの取り組みが
積極的に行われ
ており、一定の成
果も得られてい
る。
　今後も利用者
ニーズに対応して
いくため、継続し
て取り組みを行っ
てほしい。

　運営協議会は２
回開催され、管理
運営業務等の協
議が適切に行わ
れている。
　また、学校や地
域団体等の関係
団体とも良好な関
係を維持できてい
る。
　今後も、関係機
関との緊密な関係
構築に努めてほし
い。

　管理水準の維持
向上のため、各会
議体を設置し、効
果的に情報共有
がなされている。

　第三者に対する
委託業務につい
ては、札幌市暴力
団の排除の推進
に関する条例等
に基づき適正に行
われている。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事者の
確保・配置、人材育成）

　施設管理ならびに事業運営を遂行するために必要な人員
の確保および人材育成に努めた。人員の確保にあたって
は、児童会館事業に親和性のある職員の採用を目的とし、
保育学部を有する大学機関からの実習やインターンシップ
等の積極的に受入れを行うなどの取り組みを行った。人材
育成においては、基本的な知識の再確認とエンゲージメント
の向上をテーマに掲げるなど、職員の資質向上のほか離職
防止の観点についても意識した取り組みを実施した。

　前年度から職員
数が増加している
状況にあるため、
次年度以降におい
ても人材の確保な
らびに育成の取り
組みについては継
続して実施する。

第１回

・令和5年度事業報告について
・令和6事業計画について
・札幌市からの報告事項
・意見交換

第２回

 札幌市子ども未来
局子ども育成部長
をはじめ、大学教授
や連合町内会長な
ど有識の方々に参
加いただき、前年
度の実施報告なら
びに当年度の事業
計画等について説
明をするとともに、
それらに対して貴
重な意見やアドバ

イスを受ける機会と
なった。

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

各会議体の目的や
内容について見直
しを行うことで、不
要な会議体の削減
や内容の精査など
適切な体制づくりを
進める必要がある
と捉えている。

　各会議体の設置と適切な運用ならびに管理職員の育成を
もって管理水準の維持向上に努めた。会議体の運用にあ
たっては、職員間における効率的な情報共有や報告事務の
実施に取り組んだほか、エリアマネージャー等の管理責任
者の育成においては、事例検討を通じケース対応能力の向
上に努め、施設単位での管理水準の向上にあたった。

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、受託
者への適切監督、履行確認）

　第三者に対する委託業務の遂行にあたっては、日常的な
履行確認ならびに定期的な業務検査を行い、適切な運用に
努めた。また、業者選定においては、札幌市暴力団の排除
の推進に関する条例に沿い適切に行った。

　適正に履行されて
いるものと評価して
いる。

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の開催）

開催回 協議・報告内容

・令和6年度(上期)事業報告について
・令和6年度利用者アンケートの結果報告に
ついて
・札幌市からの報告事項
・意見交換
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　内外部による
チェック機能を充
実させており、適
正な事務処理を
行い、充分な事故
防止策が取り組ま
れている。

　施設の運営に関
する市民からの要
望及び苦情等の
内容を全館職員
の間で共有するこ
とで、再発防止に
向けた取り組みが
なされている。
　利用者へ回答す
べき案件について
は、今後も迅速か
つ親身な対応を
続けてほしい。

　計画性をもって
適正に業務遂行
されている。

　監査の実施に加
え、コンプライアン
スに関する職員研
修を実施するなど、
リスクマネジメント
にも努めた。

　協定内容に基づき、各種報告書類および統計資料の作成
に努めたほか、随時行われる調査や検査等について適宜
対応した。また、セルフモニタリングにおいては利用者アン
ケートや意見箱を用い、利用者満足度や要望等の調査を実
施するなど、現状把握と課題抽出に努めた。

　札幌市指定管理者制度ならびに公益法人会計基準に沿
い、資金管理及び現金の適正管理を行った。また、定期的
な内部監査を実施したほか、公認会計士による外部監査を
行うことで管理確認を行った。

▽　要望・苦情対応

　ホームページおよび代表電話にて相談窓口を設置してい
るほか、児童会館全館にご意見を設けるなど、利用者のご
要望・ご意見を受ける体制づくりを実施した。受けたご意見
等については、その内容に応じた対応策や再発防止施策
の検討を行い、状況の改善と再発防止に努めた。

　当該施設もしくは
当該職員の改善に
留めることなく、全
館に対して事案の
共有を行うこととい
る。こちらについて
は次年度以降も継
続していく。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリングの
実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己評価の実施）

　利用者アンケート
の実施にあたって
は、回答数の増加
や精度向上を目的
として、Web形式で
の実施ならびに専
門業者の活用等を
行っており、今後も
継続の意向であ
る。

＜協議会メンバー＞
井出　智博 氏　(北海道大学 准教授)
加藤　貴子 氏　(光塩女子短期大学 教授)
千葉　一博 氏　(札幌市小学校長会 会長)
竹村　真奈美 氏
　　　　　　　　 (札幌市南区小学校PTA連合 副会長)
松田　定雄 氏　(札幌市稲積連合町内会 会長)
浅山　信乃 氏　(札幌市子ども未来局子ども育成部長)
矢吹　英孝 氏
　　　　(公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会)

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　職員による日常
的な点検により、
施設・設備の問題
点の早期発見・迅
速な対応に努め
ており、適切に維
持管理がなされて
いる。また、必要
に応じて業務の再
委託を行うことに
より、安全に配慮
した施設運営がで
きている。

　関係法令を遵守
できている。雇用
環境の維持、向上
に向け、適切な取
り組みがなされ、
一定の効果も表
れている。

　施設の維持管理
に係る作業の際
は、時間帯等に配
慮するとともに事
前周知も行えてお
り、利用者及び近
隣住民の安全確
保に努めている。

（２）労働関
係法令遵守、
雇用環境維
持向上

　各種保険の申請
にあたっては、事故
者への早期対応を
掲げて申請事務等
を実施している。

　日常点検を重視
しながらも、事故や
異常の発生時にあ
たっては早期発
見、早期対応を念
頭に実施した。

　労働三法をはじめとした関係法令に沿った業務遂行に努
めた。また、熱中症対策やハラスメント防止等、労働者に
とって安心して働くことのできる環境設定を念頭に置き、メン
ター職員の配置ならびに各種相談窓口の設置を行った。

　時短勤務者や育
児休暇取得者が増
加傾向にあるなど、
雇用環境の整備・
改善について一定
の評価をしている。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上への配
慮、連絡体制確保、保険加入）

施設の維持管理にあたっては、施設職員による日常点検を
重視し、異常及び故障の早期発見に努めた。また、補修や
修繕の実施においては来館者や近隣住民の安全確保を最
優先事項とし、作業時間の設定や警備員の配置等に配慮
を行った。利用者や事業参加者等にかかる施設賠償保険
ならびに傷害保険等の加入については、適切に実施した。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修繕、備
品管理、駐車場管理、緑地管理等）

(清掃)
日常清掃、定期清掃ならびに特別清掃について専門業者
に委託し、施設の維持に努めた。
(警備)
電子錠の設置や閉館時間および休館日等における緊急対
応を含めた内容をもって専門業者に委託し、施設の保守に
努めた。
(保守点検)
施設職員による日常点検のほか、消防法や建築基準法等
の各種法令に沿った点検について専門業者に委託し実施し
た。
(修繕)
修繕箇所ならびに方法等の検討については、子ども未来局
および専門業者等と情報交換を行うなど慎重に実施した。
作業実施にあたり化学製品を使用する際には成分等を事
前確認するほか、警備員の配置を行い利用者等の安全確
保に留意した。
(備品管理)
台帳を運用し、適切な保管ならびに更新に努めた。
(駐車場・緑地管理)
利用者や地域住民の安全確保ならびに美観維持のほか、
防犯等の観点も踏まえ、適切な維持管理に努めた。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無などの
安全衛生面を含む)
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　定期的に訓練を
実施し、災害時に
迅速・的確な対応
ができるよう取り
組みを行えてい
る。
　動きのある活動
中の事故を完全
に防ぐことは難し
いが、今後も可能
な限り事故の未然
防止に努めてほし
い。

　地域交流や体験
活動を積極的に
行うなど、施設の
設置目的に沿った
多様な事業を企
画・立案し、魅力
的な活動を行うこ
とができている。

　様々な場面を想
定した避難訓練を
実施している。

▽　日常活動における事故件数(症状別)

区分 件数

69

その他 69

（4）事業の計
画・実施業務

▽　児童の健全育成に関する業務

切り傷

骨折・ひび 93

捻挫・脱臼 100

打撲 81

(青少年活動支援事業)
　こどもたちが安全に過ごせる居場所づくりや各事業を通じ
たこどもたちの自立促進を念頭に青少年活動支援事業を実
践した。具体的には、中高生夜間利用等運営事業(ふり→
たいむ)の一環として、清田区内の高校を訪問しコマやけん
玉等の遊びを通じた関係構築を図り、児童会館が高校生の
居場所になり得ることについて周知を行った。また、子ども
運営委員会活動においては、市内各地の児童会館におい
て地域の夏祭り等に企画段階から参画し活動するなど、地
域の方と関わり一人の地域住民として役割を全うする体験
機会を創出した。

(体験機会創出事業)
　児童会館や地域の特性を踏まえ、子どもたちが輝ける事
業を 展開することに努めた。子どもたち一人ひとりが主体
であること、地域ごとのニーズや資源を活かすことのほか、
伝統文化や自然体験、創作活動、スポーツ等、多様なプロ
グラムを工夫しながら実施することで、子どもたちの興味関
心を引き出し、自発性や創造力を育む場となるよう各種事
業を実施した。特に中島児童会館の75周年事業ならびに豊
平児童会館の60周年事業の実施にあたっては、こども運営
委員会が主体としながらも、近隣の大学や町内会、地域住
民等からの協力を得るなど、児童会館と地域が一体となっ
て街づくりを行うきっかけとなるよう努めた。

合計 412

児童館ガイドライン
ならびに「さっぽろ
子ども未来プラン」
の内容に沿い、子
どもの権利を大切
にすることや安心し
て子どもを生み育
てられる環境整備
等の観点から、児
童会館の管理運営
に努めた。利用者
数の増加傾向が継
続するよう、各種取
り組みを進めてい
く。

▽　防災

　消防計画および事業継続計画を作成し、それらに基づい
た避難訓練の実施や必要備品の整備等を行った。特に、発
災時における連絡体制の構築については、非常電源の整
備や各種システムの導入等を行うなど重点的に取り組ん
だ。
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（別紙１）

　地域との関係維
持のため、適切な
取り組みがなされ
ている。

  利用者数の２年
連続減少につい
ては、札幌市の人
口動態を踏まえ、
妥当と判断する。
　継続した子育て
サロンの実施に加
え、季節や利用児
童の月例等に応
じて運営すること
で、親子の交流の
場となっているこ
とが伺える。
 専門家への相談
の機会や、育児に
関する講座等を行
うことで親の育児
力向上の一助と
なっていると推察
する。

施設利用者ならび
に事業参加者数に
増加の傾向がみら
れるため、取り組み
を継続し地域交流
を促進する。

77,903人 82,593人こども

保護者 71,028人 75,330人 △5.8％

合計 148,931人

2,276,532人 ＋9.3％

1,470,897人 1,396,505人 ＋5.3％

157,923人 △5.7％

▽　交流事業(中央児童会館・東雁来児童会館)に関する業務

　両児童会館の運営にあたっては、札幌市児童会館条例な
らびに指定管理(仕様書)の内容に沿うよう努めた。中央児
童会館においては、出張児童会館として自由来館事業なら
びに子育てサロン事業を実施したほか、地域事業について
も積極的に参画するよう取り組みを進めた。また、東雁来児
童会館にあっては、多世代交流ならびに街づくりにおける次
世代育成を念頭に置き、中高校生の利用促進に努めた。

R6実績 　R5実績 前年度比

△5.7％

合計 3,960,739人 3,673,037人 ＋7.8％

▽　子育てサロン事業に関する業務

　２年連続で約５％
の利用者減となっ
たことについては、
札幌市の人口動態
と関連した事象と捉
えている。利用者
個々のニーズを意
識した事業展開を
検討していく。

　保護者同士が集い、気軽に育児相談や情報交換等がで
きる場であるとともに、季節や利用児童の月齢等に応じた
活動プログラムや遊具の展開等を行った。
(実施事業・講座 一例)
・保育士、保健師による子育ち相談会
・抱っことおんぶ講座
・親子マネーセミナー
・ひなまつり
・ハロウィーンパーティー

≪子育てサロン参加人数≫

≪児童会館・ミニ児童会館 総利用者数≫

R6実績 　R5実績 前年度比

児童会館 2,489,842人

ミニ児童会館
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　児童会館を一体
的に管理運営して
いるメリットを生か
し、各児童会館の
枠にとらわれず、
他の児童会館とも
連携しながら、
様々な合同行事
などを実施するこ
とができていた。
　また、野外体験
活動や環境保全
事業の実施など、
多様な事業の企
画立案ができてお
り、子どもの健全
育成に寄与する
取り組みを継続す
ることができてい
る。

　利用件数、利用
人数ともに増加し
ている。
　今後も幅広い年
齢層の方に、地域
の健全育成の場
としての活用され
るよう努めてほし
い。

（5）施設利用
に関する業
務

▽　利用件数等

R5年度実績 R6年度実績 　札幌市児童会館
条例に則り、平日
夜間や休日など児
童会館が閉館とな
る時間帯を活用し
館内各部屋の貸し
出しを行った。

プレイルー
ム

件数(件) 1,696 1,615

クラブ室 件数(件)

体育室 件数(件)

▽　不承認0件、　取消し0件、　減免 30件、　還付66件

1,145 1,221

集会室

件数(件) - 42

件数(件) 95 94

(合同行事)
　区内の児童会館・ミニ児童会館の子ども運営委員会が連
携し、子ども同士の交流を図ることやダイナミックな体験活
動機会の提供等を目的に各区児童会館合同行事を実施し
た。同地域にある大型商業施設等を活用し、多くの地域住
民や保護者に対してこどもたちの取り組みや児童会館事業
のPRを行った。

(他課連携事業)
　札幌市青少年山の家ならびに定山渓自然の村における
野外体験活動や、札幌市エルプラザにおける環境保全事
業の実施など、当財団のスケールメリットを最大限に活用し
た体験機会を企画し、児童会館・ミニ児童会館を利用するこ
どもたちに提供することに努めた。特に、併設型施設となっ
ている中島児童会館においては日常的に観劇機会を設け
るほか、周年事業等の大規模事業においては参加型事業
の連携開催などに取り組んだ。

(放課後児童クラブ事業)
　子どもとその保護者が安心して児童クラブを利用できるよ
う、館内における生活環境の整備や提供プログラムの充実
を図った。また、全館において保護者懇談会の実施を通じ
て、保護者との情報交換や悩み相談を行うなど、良好な関
係構築に努めた。

　札幌市児童会館
条例ならびに「さっ
ぽろこども未来プラ
ン」に沿い、適切な
児童会館運営に努
めた。また、各種体
験活動や市民サー
ビスの提供にあ
たっては、当財団
独自の価値や特色
を意識し取り組ん
だ。

≪児童クラブ　在籍者数≫

R6.4.1現在 R5.4.1現在 前年度比

24,502人

5,960 5,946

22,737人 ＋7.7％

▽　その他児童会館の設置目的を達成するために必要な業務

工作室 件数(件) 158 184

件数(件) 9,585

多目的室 件数(件)

遊戯室 件数(件) 58 7

9,762

473 653

合計
人数(人） 119,073 127,153

図書室
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　重要なお知らせ
等を迅速に市民
に情報提供できて
いる。また、ホー
ムページやSNSの
運用にあたって
は、ウェブアクセ
シビリティへの準
拠や公共施設とし
てのモラル等に十
分留意して行われ
ている。

　既存の利用者や地域住民に対しては、施設ごとのおたよ
りや見守りシステムを活用した事業案内、館内掲示等を活
用した広報を実施した。札幌市民等に向けてはホームペー
ジやインスタグラム等を活用し、広く取り組みを周知すること
に努めた。

　ホームページや
SNSの運用にあ
たっては、ウェブア
クセシビリティへの
準拠や公共施設と
してのモラル等に
十分留意し、実施し
ている。

２　自主事業その他

▽　自主事業

（6）付随業務 ▽　広報業務

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

　子ども向けのお祭り事業を増やすことや、漫画・遊
具を増やしてほしいといった旨の意見が多くあった。
要望等のうち、軽微な改善については即時改善した
ほか、時間等を要する事案については経過を公表し
つつ対応に努めた。

　「安心して仕事が
できる」「友達と遊
ぶことができる」な
ど概ね好意的な声
が寄せられた一方
で、「人数に対して
活動スペースが狭
いこと」「学校と児
童会館の距離が遠
いこと」など改善を
求める声も多数
あった。

結果概
要

総合満足度　　87.3％（目標60％以上）
接遇満足度　　97.5％（目標80％以上）

　該当事業なし

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

　物品購入ならびに役務の発注においては、札幌市の登録業者を優先
的に選定するなど、市内企業の活用に努めた。また、職員の雇用にお
いては障がい者およびシニア世代の活用にも意識を向け取り組みを実
施した。

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

紙面およびWebにて、小中学生と保護者を対象に実
施した。

　総合満足度・接
遇満足度ともに要
求水準を大きく超
えており、利用者
にとっての満足度
が極めて高いと言
える。

　市内企業の積極
的利用や高齢者・
障がい者の雇用
創出に取り組んで
いる。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　安定経営能力の維持 適 不適

利益還元 0 0 0

法人税等 3,711 1,020 ▲ 2,691

純利益 ▲ 173,197

▽　説明

▲ 164,430 8,767

　当財団の財政状況は、費用対効果とコストに対する意識を持ち、収支
状況等を適宜、把握しながら運営するとともに、人材確保や育成に取り

             組むことで安定経営能力の維持に努めている。

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条例及
び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

　法令ならびに条例に沿い適切に対応することに努めた。また、第三者
委託ならびに再委託業務等にかかる業者選定においても、事業者が暴
力団ならびにその関係事業ではないことについて確認を行った。

適 不適

自主事業支出 21 0 ▲ 21

収入-支出 ▲ 169,486 ▲ 163,410 6,076

４　収支状況

▽　収支 （千円）

R6年度計画 R6年度決算 差（決算-計画）項目 　良好な収支状況
を良好な収支状
況を維持できてい
る。今後も市と指
定管理者間で情
報共有を密に行
いながら、適正な
指定管理費の執
行に努めてほし
い。

4,178,465 57,921

指定管理業務収入 3,950,979

21,214 ▲ 1,417

その他 23,572 19,789 ▲ 3,783

4,014,904 63,925

指定管理費 3,904,776 3,973,901

自主事業収入 100 151 51

69,125

利用料金 22,631

物価高騰による経
費の圧迫があった
ものの、児童の安
心・安全な環境整
備を第一優先とし
て、人材確保・人材
育成の取り組み
や、暑さ対策に係る
物品の調達を積極
的に実施した。ま
た、計画外の収入
に対しても必要な
経費を執行したこと
により、概ね予算通
りの決算を迎えるこ
とができた。
今後も優先的に投
資すべき事案を整
理し、今期指定管
理の5年間でバラン
スのとれた効果的
な執行を心掛ける。

収入 3,951,079 4,015,055 63,976

【収入】
　前年度に引き続きWi-Fi整備・AED設置に係る費用および光熱費高騰
分の補填があったことに加え、新たに性被害防止対策物品の購入費の
補填や賃金スライド制度適用に伴う協定書の改定が行われ、指定管理
収益が増加した。
【支出】
　物価高騰に伴う委託費や光熱水費が増加した。また、各種事業の活
性化や環境整備強化に必要な消耗品費が増加した。

4,178,465 57,900支出 4,120,565

指定管理業務支出 4,120,544
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Ⅲ　総合評価

　利用者数が増加し、そのニーズも多様化する状況の
中で、アンケートや子ども運営員会の意見を取り入れ
ながら、高い水準のサービスを提供することができて
いた。
　また、利用者の安全確保や施設の維持管理等につ
いて、適切に事業が執行されており、児童の健全育成
に寄与する事業展開ができていた。
　以上のことから、施設の管理運営は良好であり、仕
様書及び協定書に掲げる成果を十分にあげていると
評価できる。

　今後も、児童クラブの登録児童数の増加が見込まれるため、
適切な人員配置を行い、基準に適応した運営を継続してほし
い。また、常勤職員の確保や良好な雇用環境の維持・向上、職
員全体の質の向上に努め、安定した会館運営に取り組んでほ
しい。
　その他、アンケートや子ども運営員会の意見を取り入れること
で、多様化する利用者のニーズを把握し、サービスの充実を
図ってほしい。
　市民からの要望及び苦情等については、迅速に対応し、再発
防止に努めてほしい。

総合評価 改善指導・指示事項

【指定管理者の自己評価】

総合評価 次年度以降の重点取組事項

　基本方針に則り、全館においてこどもの意見を反映
した事業を意識的に実施したことや、量よりも質に焦
点を当てた多様な体験活動の実施等を通じて、子ども
が主体となる事業展開を推進することができた。ま
た、外部関係機関との連携による交流事業の実施や
地域ボランティアの積極的な受け入れ等についても、
一定の成果が見られ、より多様な子どもの居場所とし
ての機能強化を図った。
　人材育成にあたっては、職員研修の体系化と管理
職人材のマネジメント力強化をテーマに取り組みを進
めてきた。また、人材の確保については、求人媒体の
精査やインターンシップ等の活用など採用活動を強化
したことに伴い、児童指導員や有期雇用職員の採用
者数が前年度を上回り、既定の配置数に応じた人員
の確保に至った。

(基本方針)
「街とともに 未来を育む 人づくり」

(重点取組事項)
①子どもの意見を反映させ、子どもとともに進める会館運営を
目指す。
②多様性を認め合い、自分らしく過ごせる環境を整え、子ども
同士が互いに協力しあえる活動を目指す
③児童会館の持つ多機能性を最大限に活用し、地域の子育て
拠点となる事業展開を目指す。
④専門機関や財団他部門との連携を強化し、健全育成と子ど
もを取り巻く課題の解決を目指すとともにエキスパートの育成を
目指す。
⑤これまでの運営ノウハウを礎に、新たな時代やニーズに即し
た運営方法の確立を目指す。
⑥効果的、効率的な組織運営を進めるとともに、より創造的な
経費の活用を目指す。

【所管局の評価】
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面積 面積

(㎡) (㎡)

中島 中島公園1番1号 511-3397 S24.7 (S60.2改築) 757 豊平 豊平6条7丁目1番12号 811-1376 S40.11 (S59.3改築) 719

円山 北1条西23丁目1番18号 621-0325 S38.5 (H6.3改築) 475 西岡 西岡3条6丁目6番1号 852-8113 S57.3 409

山鼻 南24条西13丁目1番1号 561-6220 S44.11 (H4.3移築) 673 平岸 平岸3条9丁目15番22号 812-2493 S57.11 （H27.4児童クラ
ブ開設）

584

緑丘 南10条西23丁目1番5号 562-1283 S58.12 494 東月寒 月寒東3条16丁目13番28号 853-9741 S59.12 480

宮の森 宮の森2条5丁目2番21号 641-9710 S60.3 （H25.4児童クラ
ブ開設）

332 福住 福住1条1丁目5番5号 855-0350 S62.1 481

桑園 北7条西15丁目28番地 641-7008 S61.3 480 中の島 中の島2条3丁目8番1号 811-5215 S63.4 467

幌西 南14条西16丁目2番15号 563-2263 H1.1 483 美園 美園6条5丁目4番1号 824-5440 S63.12 435

円山西町 円山西町8丁目1番50号 611-1980 H7.3 481 月寒 月寒西1条6丁目3番21号 851-6433 H4.3 499

山鼻かしわ 南15条西8丁目1番20号 533-0622 H8.12 480 西岡高台 西岡4条11丁目4番22号 581-5394 H4.12 472

二条はるにれ 南2条西15丁目 252-7283 H29.4 315 天神山 平岸1条19丁目2番55号 816-0388 H5.12 481

中央 大通東6丁目 788-8641 S63.4 （R3.10移転） 448 あやめ野 月寒東4条10丁目6番10号 857-5862 H8.12 481

新琴似 新琴似11条7丁目3番16号 761-7501 S48.12 (H3.8増築) 476 羊丘 月寒東1条16丁目 876-8022 R2.1 463

篠路 篠路4条9丁目3番1号 772-9292 S53.12 (H28.3移築) 350 東山 平岸4条11丁目 831-6616 R5.10 459

新川 新川4条11丁目5番16号 764-3664 S55.12 (Ｈ6.12増築) 437 清田 清田1条4丁目3番53号 882-2960 S52.11 (H4.12増築) 427

屯田 屯田5条6丁目2番23号 772-7130 S57.11 497 平岡 平岡8条1丁目6番22号 881-9766 S61.2 404

太平 太平8条7丁目2番1号 771-6324 S61.2 420 北野 北野4条2丁目8番17号 884-6992 H2.4 481

麻生 北39条西5丁目3番5号 757-0185 S61.11 （H27.4児童クラ
ブ開設）

859 清田中央 清田6条2丁目10番1号 884-9610 H3.3 502

新琴似西 新琴似9条13丁目4番1号 762-6632 S61.12 488 里塚 里塚2条3丁目12番23号 881-4822 H4.3 483

篠路西 篠路6条4丁目2番32号 771-2191 H1.1 496 北野台 北野4条5丁目4番58号 882-9640 H6.12 480

新川中央 新川3条3丁目3番21号 762-8433 H2.2 491 美しが丘 美しが丘5条6丁目1番5号 885-9766 H7.12 480

幌北 北17条西6丁目1番20号 727-6225 H3.3 491 平岡みどり 平岡公園東10丁目13番10号 884-6866 H12.3 484

エルムの森 北27条西14丁目 737-3974 H4.12 （R3.4移築） 461 澄川 澄川5条4丁目 831-5150 S54.12 (H5.12増築)
（Ｈ31.4移築）
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光陽 新琴似5条11丁目 765-6141 H5.12 (R6.4移築） 450 藻岩 川沿8条2丁目1番26号 571-8616 S56.12 (H4.12増築) 431

百合が原 百合が原9丁目9番11号 774-2050 H7.3 480 藤野 藤野2条8丁目6番1号 592-1532 S57.11 499

あいの里 あいの里1条3丁目6番1号 778-3755 H8.3 481 真駒内 真駒内本町3丁目4番1号 584-3336 S59.3 500

あいの里ひがし あいの里3条7丁目9番1号 778-2358 H10.12 485 南の沢 南沢4条2丁目6番21号 571-2909 S63.3 402

屯田北 屯田8条7丁目1番39号 788-8122 H18.3 482 石山 石山1条4丁目 591-7730 H2.8 （Ｈ31.4移築） 298

新生 北8条東7丁目1番地 711-1339 S35.12 (S60.12改築) 488 常盤 常盤2条3丁目 592-6091 H4.12 （R3.4移築） 474

ひのまる 北38条東9丁目1番29号 752-1551 S49.12 (H3.8増築)
(R2.4改築)

492 真駒内五輪 真駒内泉町3丁目1番6号 581-1823 H6.3 481

伏古 伏古10条3丁目6番8号 782-5620 S52.11 （H26.4児童クラ
ブ開設）

399 みすまい 簾舞3条6丁目8番25号 596-3911 H9.3 462

苗穂・本町 東区本町2条7丁目 768-8667 S58.12 （R5.4移築） 451 定山渓 定山渓温泉西１丁目31 595-3090 R7.4 168

札苗 東苗穂9条3丁目2番30号 791-5200 S59.12 495 手稲東 西町北10丁目3番8号 661-7332 S40.12 (H13.12改築) 478

元町 北21条東18丁目5番1号 784-6664 S61.12 486 八軒 八軒7条東1丁目1番7号 631-7061 S56.12 404

丘珠たから 北35条東23丁目7番10号 784-8095 H1.2 475 西野 西野7条3丁目5番15号 663-6355 S57.11 500

栄西 北46条東5丁目3番18号 752-8363 H2.1 482 発寒北 発寒13条4丁目1番37号 664-9710 S60.12 493

北光 北18条東5丁目1-1 753-6353 H3.4 481 山の手 山の手5条6丁目 642-0118 S61.12 （R6.4移築） 453

東苗穂 東苗穂5条2丁目2番10号 786-3191 H5.12 481 二十四軒 二十四軒2条3丁目 644-4730 H2.4 （R4.4移転） 458

北栄 北30条東6丁目1番15号 711-3755 H8.3 480 発寒 発寒5条7丁目 666-0206 H2.12 （R2.4移設） 459

丘珠ひばり 北丘珠4条1丁目12番5号 785-6137 H8.12 479 宮の沢 宮の沢1条5丁目11番25号 666-5323 H3.12 483

元町南 北16条東16丁目2番1号 785-6148 H8.12 480 平和 平和1条5丁目1番27号 667-3359 H4.12 472

東雁来 東雁来14条2丁目1番1号 214-9215 H29.12 771 八軒北 八軒8条西6丁目1番20号 644-3643 H7.12 480

栄西小はんのき 北39条東4丁目1番1号 768-8883 Ｈ30.8 297 発寒南さくら 発寒2条4丁目 213-9185 R4.1 458

元町北ポプラ 札幌市東区北31条東14丁目 214-1246 R6.4 457 手稲前田 前田2条12丁目1番4号 682-2070 S53.12 （H2.12増築)
(R5.7改築)

487

北郷 北郷4条5丁目1番1号 871-2770 S47.12 (H21.3改築) 461 稲穂 稲穂3条5丁目9番23号 684-0901 S60.3 484

菊水やよい 菊水1条4丁目6番61号 841-5150 S50.11 (H1.7増築) 499 あけぼの 曙9条1丁目9番40号 685-4821 S63.3 467

東札幌 東札幌5条3丁目2番26号 822-5811 S59.3 500 富丘 富丘3条6丁目2番7号 685-9393 H1.4 487

北東白石 川下3条5丁目3番1号 875-1311 S63.2 493 西宮の沢 西宮の沢2条4丁目5番35号 681-6940 H2.4 500

東白石 本通14丁目南 863-8833 S63.3 （R2.1移設） 454 いなづみ 前田4条4丁目2番13号 684-3072 H2.12 482

菊水元町 菊水元町8条2丁目15番5号 873-1610 H1.1 485 前田しらかば 前田8条15丁目17番25号 694-2474 H5.12 480

柏丘 平和通8丁目北3番44号 865-7520 H2.12 485 星置 星置2条7丁目3番1号 684-4610 H6.12 475

栄通 栄通6丁目19番12号 853-5706 H4.12 483 新発寒 新発寒6条4丁目15番1号 685-7343 H7.12 480

川北 川北4条1丁目4番29号 872-0002 H13.2 480 金山 金山3条2丁目1番30号 695-0919 H9.12 480

もみじ台 もみじ台西6丁目1番2号 897-0775 S55.12 (H8.1増築) 432

厚別西 厚別西2条4丁目3番20号 891-7237 S59.12 487 合計　112館

厚別南 厚別南1丁目15番10号 894-1710 S62.3 453 ※ 「区」の○内の数字は、区内の館数

厚別東 厚別東3条4丁目4番13号 897-4425 H2.1 484

青葉 青葉町7丁目1番38号 895-9962 H3.12 482

しなの 厚別中央4条5丁目7番16号 891-2025 H4.3 483

上野幌  上野幌2条4丁目 895-9749 H4.12 （Ｈ31.4移築） 453

もみじ台ふれあい もみじ台東7丁目9番1号 897-4760 H6.12 480

中
央
区
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Ⅰ　基本情報

Ⅱ　令和6年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

『豊かな子ども文化に彩られた未来創造のまち・さっぽろ』
　札幌市こども人形劇場こぐま座は、「人形劇、児童劇などの制作及び
発表と制作団体の育成を通じて、青少年の情操のかん養を図り、もって
その健全な育成その他の活動に資すること」を目的に設置された施設
である。
　全国的にも珍しい子どものための専門劇場であり、子どもたちが人形
劇等に親しみ、笑顔あふれ、夢を持って育つことを願い運営を行うことを
基本方針として策定した。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

　人形劇等の子どもたちのために舞台表現活動を行う団体に対しては
幅広く受け入れ、優れた作品を上演できるよう支援を行った。劇場職員
は、観客である子どもとその家族を温かく迎え入れ、親しみやすい雰囲
気を作ると共に、上演する団体の支援者となることに努めた。

▽　地球温暖化防止対策及び環境配慮の推進

　環境行動マニュアルに基づき、環境に意識し業務を推進した。観客に
無理のない範囲で冷暖房の節約を行い、電気量の節電など環境に配
慮した取組を行った。

（１）統括管理
業務

指定管理者評価シート

事業名 児童会館運営管理（人形劇場含む） 所管課（電話番号）  子ども未来局子ども育成部子どもの権利推進課（211-2942）

１　施設の概要

名称 中央区中島公園1-1札幌市こども人形劇場こぐま座 所在地

開設時期 昭和51年（1976年）7月 延床面積 137.17㎡

人形劇、児童劇等の制作及び発表と制作団体の育成を通じて青少年の情操のかん養を図り、もってその健全な育成その他
活動に資する。

施設数：1

複数施設を一括指定の場合、その理由：

施設維持管理業務、児童健全育成業務、子育てサロン業務、使用承認等業務(利用料金制度)

施設数：1

複数施設を一括評価の場合、その理由：

人形劇等の制作･発表の場の提供、人形劇等の制作に関する指導ならびに資料収集・提供情報、講演会･展示会・講座

ホール

２　指定管理者

公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会

令和5（2023年）4月1日～令和10年（2028年）3月31日

非公募

非公募の場合、その理由：札幌市こども人形劇場「こぐま座」は、全国でも数少ない子ども専用劇場として、子どもを対象とし
た人形劇を専門に取り扱う施設であるという特殊性から、指定管理者には貸館業務にとどまらず、人形の制作や操作から、
脚本、演出に至るまでの専門的知識や豊富な経験を有する適正な人材を確保し、指定管理者自らが人形劇、児童劇等の制
作及び発表を行うこと、並びに担い手である制作団体を育成することが求められ、特に担い手の育成については専門性と継
続した取組が不可欠であるため。

目的

事業概要

主要施設

名称

指定期間

募集方法

指定単位

業務の範囲

３　評価単位

項　目 実施状況 所管局の評価

1　業務の要求水準達成度

▽　管理運営に係る基本方針の策定

指定管理者
の自己評価

・施設設置の理念に基づき、
基本方針を策定した。市民に
とっての劇場のあり方と、地
域における劇場の役割を具
体化し実践することができ
た。また、当方針を達成する
ため全職員が意識を１つにし
て、親しみやすい劇場作りに
努めた。

　施設の設置目的
及び役割等を踏ま
えた基本的な方向
性が明確化された
方針となってい
る。
　また、施設の特
徴を踏まえ、平等
利用とともに、専
門性を伴いながら
も市民目線の
サービス提供が積
極的になされてい
る。
　今後も施設の設
置目的に基づい
た施設管理を継
続して行っていくこ
と。

・環境行動マニュアルに基づ
き、各エネルギー(電気、水
道、ガス等)の節約に努め、
施設運営を行った。

1
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1

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事者の確保・配
置、人材育成）

▼　下記の業務について再委託を行い、当該契約に基づき、必要な
指導、指示及び検査を行った。

業務名 契約業者名 実施月 契約方法

舞台設備（吊物・照明・
音響）保守点検業務

㈱池下電設 3月
随意契約（特

命）

　管理運営組織は
適性に確立されて
おり、緊急時の体
制も整っている。
　子どものための
専用劇場という特
異な施設であるこ
とを念頭においた
十分な派遣研修
が実施されている
ほか、児童会館職
員と共に行う職員
研修を実施するこ
とで、双方の市民
サービス向上につ
ながったことは評
価できる。
　加えて、指定管
理者としてふさわ
しい資質を備えた
職員を育成するた
めの研修について
も実施されてい
る。
　今後も継続し
て、職員の資質を
向上させ、利用者
満足等に反映され
るように努めるこ
と。

▼　統括責任者を1名配置した。
▼　事務分掌、緊急連絡体制等を定めた。
▼　人材育成
(1)派遣研修(劇場運営関係)
　全国人形劇関係機関及び児童文化関係施設との連携を密にするこ
とで、職員の専門知識向上に努めた。
・広域文化支援ネットワーク形成事業（福島県）
　3月7日（金）～10日（月）　職員1名
・こども人形劇フェスティバル in sunagawa
　3月16日（日）　職員1名
・地域別劇場・音楽堂等職員地域別アートマネジメント研修
　12月11日（水）　職員1名
(2)こどもの劇場・こども人形劇場職員研修
・職員研修
　人形劇ゼミナール（人形劇指導研修）※児童会館部門と共同
　4月25日（木)～7月14日（日）　職員3名
・文化庁　障害者等による文化芸術活動推進事業「文化の扉をひらこ
う！」研修「障がい児への適切な理解と支援」
　8月22日（木）職員4名
・こども文化セミナー参加
　7月20日(土)・9月21日(土) 　職員4名
・こどものまなび塾参加
　6月27日(木)表現活動　職員1名
　7月4日（木）わらべうた　職員1名
　7月26日（金）～27日（土）表現あそびの実践　職員1名
　8月29日（木）レクリエーション　職員1名
　9月5日（木）・9月7日（土）・8日（日）
　あそびの計画・実践　職員2名
　9月12日（木）野外あそび　職員1名
　9月19日（木）・10月3日（木） 筒けん・昔あそび　職員1名
　10月10日（木）・17日（木）・19日（土）・10月24日（木）
　イベント企画・実践　職員1名
・テールゲートリフター講習
　6月19日（水）・8月28日（水）　2名
(3)公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会職員研修
・コンプライアンス研修
・職位階層別研修
・目標管理制度
・個人情報保護研修
・評価者研修

▼財団内のネットワークシステムを活用した情報共有、担当者間や所属
職員間で定例の職員会議を実施し、管理水準の向上に努めた。
▼日常業務のブラッシュアップを行い、業務効率の向上を図った。また、
施設点検による安全面の確認を随時行った。
▼職員によるプロジェクトを組織し、将来の劇場の在り方や広報戦略を
検討した。

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、受託者への適
切監督、履行確認）

・管理業務を適切に行うた
め、人形劇や児童劇、舞台、
照明、音響に係る専門職員
をはじめ、管理に係る職員を
適正に配置し、組織を確立し
た運営を行った。
・職員として専門性を高める
ため、児童文化関連施設や
各種事業・研修会に職員を
派遣し、職員一人ひとりが創
造者として利用者と関わるべ
く多様な場で研鑽に努めた。
施設利用者のニーズに応え
る市民サービスの向上につ
ながったといえる。
・職員の学び合いの場とし
て、想像力や協力する力を育
む人形劇創作（人形劇ゼミ
ナール研修）や、子どもの健
全育成の実践研修（こどもの
まなび塾）を通し、子どもたち
の体験・表現活動への理解と
スキル向上につながり、職員
育成の場として非常に有効な
機会となった。
・今期指定管理業務の事業
の柱である「ソーシャルインク
ルージョン（社会的包括）」機
能を有した事業として、文化
庁からの事業受託の実践に
伴い、関係者・団体と協働の
研修を実施した。職員の意識
向上と人材育成の両面から
成果に結びつけることができ
た。
・公益財団法人さっぽろ青少
年女性活動協会職員研修計
画に基づき、各職員の資質
向上を目指した研修を実施し
た。

・財団内の他部門との情報共
有や協働実施を行い、より質
の高い事業展開に結びつけ
ることができた。

・施設の良好な維持管理の
ため、年1回の舞台設備保守
点検業務を実施した。

　第三者に対す
る委託業務等の
管理については
適切に行われて
いることから、今
後も継続して、
施設の良好な維
持管理に努める
こと。

2
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運営協議会（第1
回）

11月7日

・令和6年度事業報告（上半期）
・セルフモニタリング報告（上半期）
・事業や運営についての意見交換

・こぐま座・中島連携事業報告
・こぐま座事業報告
・劇団育成支援事業について
・各劇団の公演活動報告
・広報活動について意見交換

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▼　資金管理については、指定管理業務、自主事業ごとの区分経理を
実施している。
▼　金銭等の取扱いについては、当財団が定める処務規定及び財務規
程、金券等取扱要領に基づき、適正に経理事務を行った。
▼　当財団の内部監査、公認会計士による外部監査を導入し、会計処
理などが適切に行われているかを検査した。

▽　要望・苦情対応

▼　「迅速・適切・真摯・平等」で「利用者の立場に立つ」対応を心掛け
た。
▼　意見箱を設置し、日常的に市民の声を聞くことができる環境を整え
た。（令和6年度の意見箱への要望・苦情は0件）

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリングの実施、事業
報告、札幌市の検査等への対応、自己評価の実施）

▼　業務実施に関する記録、帳簿等の整備、記録保管に努めている。
（業務日誌、設備点検記録、事業記録、経理書類、現金出納簿等）
▼　劇団及び観客、事業参加者に対し、アンケート調査を実施し、常に
市民からの声に耳を傾けている。

業務財務検査
3月14日

・業務検査
・財務検査

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の開催）

開催回 協議・報告内容

運営協議会
（第2回）
3月14日

・令和6年度事業報告（下半期）
・セルフモニタリング報告（下半期）
・事業や運営についての意見交換

＜協議会委員＞
人形劇団代表、児童劇団代表、こぐま座読み語りの会代表、元北星
学園大学文学部教授、青少年育成委員会委員長（劇場所在地域）、
札幌市子どもの権利推進課長、札幌市こどもの劇場館長、札幌市こ
ども人形劇場館長

利用者懇談会
3月21日

・現金の取扱いについては、
複数職員による確認を行い、
金銭事故防止に努めた。適
切な取扱いを行うことができ
た。
・意見箱へご意見や苦情を受
けた場合、職員間で内容を共
有して原因分析を即座に行
い、苦情の低減に努めるよう
体制を整えて備えた。
・直接いただいたご意見につ
いては、職員間で内容を共有
して原因の究明を即座に行
い、市民に対して丁寧な説明
を行った。

・セルフモニタリングにより自
己評価を行い、次の事業運
営の改善につなげることがで
きた。
・札幌市による業務・財務検
査を受け、業務改善に努め
た。

・運営協議会を設置し、委員
の方へ事業実施状況などの
報告を行い、施設運営につ
いての意見交換を行った。

・利用者懇談会では、劇団活
動の活性化や、公演事業の
集客等について意見交換を
行い、次年度の劇場運営に
向けての参考とすることがで
きた。

　運営協議会や利
用者説明会を実
施し、利用者の
ニーズ把握に努
めており、評価で
きる。引き続き、関
係機関との連携を
図り、より良い施
設運営につなげて
いくよう努めるこ
と。
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1

2

3

4

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修繕、備品管理、駐
車場管理、緑地管理等）

▼　第三者委託により実施する業務については、専門業者に依頼し、適
切な監督と履行検査を行った。
▼　備品管理については、市民の利用に支障がないよう、施設内の設
備や使用機器類の日常点検や清掃等を行った。
▼　敷地内の植木植栽物については、美観の保持、安全面、近隣住民
への配慮等の点から、適切な維持管理を行った。
▼　駐車場内での事故等に十分注意し、利用者以外の進入がないよ
う、車両の監視、誘導等に努めた。
▼　施設・設備等の不備や故障については、速やかに修繕を行った。

＜修繕の実施＞

修繕完了日修繕内容

こぐま座MD/CDプレーヤ修繕 4/16

こぐま座マイクスタンドベース修繕 10/18

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上への配慮、連絡体
制確保、保険加入）

▼　利用者の安全確保を第一に優先し、市民サービスの向上を図った。
▼　維持管理計画の下、日常から点検を行い対応を行った。
▼　保険は管理業務仕様書にある内容を補償するものに加入し不測の
事態に備えた。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上

▼　職員の勤務時間を適正に管理するため「勤怠管理システム」を導入
し、法令遵守に結び付けた。
▼　職員の健康管理に係る取組みとして、産業医を導入した。
▼　法令に基づき、時間外労働または休日労働させる場合の労使協定
（36協定）を労働者と締結し、労働基準監督署に届出を行った。
▼　職員の勤務形態、家族状況などに応じて年金保険、医療保険に加
入した。また、必要に応じて適正に届出などを行った。
▼　常勤職員のほか1年以上の有期雇用者に対して、1年に1回定期健
康診断を実施したほか、再検査の費用負担を行った。
▼　正規職員を新たに雇用する際、現在の非正規職員から希望者を募
り、内部登用試験を実施した。
▼　労災保険加入と、条件を満たす労働者を雇用保険に加入した。
▼　法人として全ての常勤職員を対象にストレスチェックを実施した。

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

こぐま座ラベリアマイク修繕 3/27

▽　防災

▼　防災計画を策定するとともに、利用者及び職員の参加による防災
研修及び訓練を実施した。
・中島児童会館と合同の防災計画・緊急連絡体制を定め、避難訓練を
実施した。 3月25日（参加人数29名）
　
▼状況に応じた情報収集及び事故発生時の対応
・関係機関からの情報収集と館内利用者への正しい情報提供に備え、
事故対応に努めている。
・事故防止に備えた日常的な訓練等による危機管理体制を整え、賠償
保険にも加入し不測の事態に備えた。

こぐま座除雪機修繕 12/25

・労働関係法令に関する理解
を深めると共に、雇用環境の
維持向上に向けた取組を行
うことができた。

　労働関係法令遵
守のための取組
が積極的に行わ
れている。独自に
ストレスチェックを
行うなど、雇用環
境の維持向上に
向けた取組も進め
られていることは
評価できる。今後
とも労働関係法令
遵守及びワークラ
イフバランスの推
進を含めた雇用
環境の維持向上
に努めること。

・日常的に施設及び設備に
ついて機能全般の良好な維
持に努め、市民が利用しや
すい施設運営を行うことがで
きた。

・日常的に施設及び設備に
ついて機能全般の良好な維
持に努め、市民が利用しや
すい施設運営を行うことがで
きた。

・軽微な修繕については、札
幌市の承認を得て実施した。

・災害や利用者の傷病に対
する対応については、常日頃
より気を配り、突発的な事態
にも対応できるよう事前の準
備を心がけた。

　専門業者への再
委託を含め、施設
全体が良好に維
持管理されてい
る。引き続き、市
民サービスの向上
及び施設の安全
性に配慮した維持
管理を行うこと。

　多くの子どもた
ちが利用する施設
であることを踏ま
え、防災研修・訓
練等について、引
き続き、日頃の備
えを行うこと。
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5 276

こぐま座夏の特別公演 3 320

こぐま座１DAYおしごと体験 2 62

舞台手話通訳付き人形劇公演

あおぞらピクニックシアターin中島公園 2 366

こぐま座秋の特別公演 3 401

障害児等による文化芸術活動推進事業　パペット
アートヴィレッジ
おたのしみ新年会（発表会）

2 177

▼今期指定管理期間に取り組むテーマとして「文化芸術による社会的
包摂機能の推進」を挙げている。令和6年度は、舞台の創造において障
がいの有無にかかわらず誰もが共に手を携えて取り組むことで、多様な
人々が暮らす社会で共生する意識を育むことを目指し各種事業を展開
した。障がいの有無に関係なく共に創りあげる舞台「北のおばけ箱」シ
リーズ、「パペットアートヴィレッジ」、「手話通訳付き人形劇公演レギュ
ラー化」を定期的に実施することができた。これらの取り組みを本格化さ
せたことで、関係団体・個人とのつながりや協働体制の強化、何より障
がい当事者の観劇、参加機会を創出できたことで、新たな劇場の価値
を見出した。
　また、両劇場の根幹である劇団育成や人材発掘についても、子どもか
ら大人まで幅広い世代に対し、年代別の取り組みを進めた。市民劇団
が文化活動を継続できる環境、それに対応し創作活動を支える劇場職
員の専門性スキルの向上、次世代の担い手の確保を含む若い世代へ
の育成を続けることで、子ども文化の持続的な市民への提供につな
がっている。

【公演事業】
▼中島児童会館開館75周年を記念して、さまざまな公演を企画・実施し
た。中島児童会館開館75周年記念祭の一環として行った「よみかたり
フェスティバル」では、札幌市内及び近郊の読み聞かせボランティア
サークルが集まり、読み聞かせ・人形劇の連続公演を行った。
▼定期的に「舞台手話通訳付き人形劇公演」を実施できたことで、普段
両劇場に来たことがなかった市民が足を運び、観劇を楽しんだ。舞台手
話通訳付き人形劇を初めて観る観客が大半を占めていたが、「手話も
劇も一体になっていて楽しかった」とおおむね好評を得られた。さらに開
演前や劇の幕間に劇中で使われる手話のレクチャータイムを設けたこ
とで、観劇した子どもたちに手話に対する興味関心を高めることができ
た。

主な公演事業 ステージ数(回) 観客数(人)

6 306
GW特別企画
能登半島地震チャリティーイベント

（4）事業の計
画・実施業務

▽　児童文化の普及及び子どもの健全育成のための公演・展示会・講座等
の開催に関する業務

中島・こぐま座Presents
ゆきあかりフェスティバル

4 176

こぐま座こども人形劇団発表会 1 44

・劇場が市民にとって身近で
あり、日常的に利用できる環
境、さまざまな体験の場と
なっている。

・文化芸術活動を通して誰も
が創造者として参加できる社
会の実現に寄与している。こ
うした取り組みを市民に広く
発信することで、理解者や支
援者の拡大と持続可能な事
業展開につながっている。

・これまで実施してきた人材
育成の取り組みや成果が着
目され、外部団体との連携し
た事業の企画・実施等へ広
がりをみせている。

・こぐま座と中島児童会館の
歴史的価値をＰＲできたこと
で、新たな層の開拓につな
がった。
・今後劇場に期待することと
して「手話通訳付きの劇を増
やしてほしい」との声もあり、
障がいの有無にかかわらず
多くの市民が観劇を楽しむ機
会を増やすという本事業のね
らいを観劇した市民に好意的
に受け止めてもらうことがで
きたと言える。

中島児童会館75周年記念祭
かもくま祭×あそびのフェスティバル

2 590

中島児童会館75周年記念祭
よみかたりフェスティバル

3 557

　障がいの有無に
関係なく共に創り
あげる舞台を通し
て、関係団体と協
働しながら障がい
当事者の観劇、参
加機会を創出する
など、子どもたち
が身近に舞台芸
術に親しむ機会を
数多く提供してい
る点は高く評価で
きる。
　今後も関係劇団
等との連携を図り
ながら、施設の設
置目的達成に寄
与する人形劇等
の制作を行うこ
と。
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（延べ人数）

1

2

3

初心者のための人形劇講座 15 229

経験者のための人形劇講座
（パペットカレッジ・経験者のためのパペット
アトリエ）

48 428

【子どもの舞台表現活動の推進】
▼人形劇の裾野を拡げていくための人材育成事業の一つとして、小
学生から高校生まで幅広い年代に向け、「こぐま座こども人形劇団」
「パペットユーススクール」「パペットカレッジ」といった文化体験機会を
創出した。
▼札幌市内児童会館と連携した人形劇クラブの取り組みは10年目と
なり、年々作品の質が向上し、子どもたちの活躍には目を見張るもの
がある。令和6年度は札幌市内7館、千歳市1館の児童会館で人形劇
クラブの活動が行われた。劇場スタッフとともにアマチュア人形劇団
の協力を得ることで脚本や演出の面で共に悩みながら指導に当たっ
ていることの効果は大きい。劇団側にとっても子どもたちと一緒に作
品創造に取り組むことで子どもたちの可能性を肌で感じ新たなやりが
いや指導力を積む機会につながっている。
▼国際人形劇連盟（UNIMA）が定める『世界人形劇の日』に合わせて
『世界人形劇の日 こども人形劇フェスティバル』を実施し、子どもたち
による10団体による人形劇の連続公演と交流会を行った。子どもたち
の生き生きとした姿や表現の可能性を広く発信する機会となり、やま
びこ座・こぐま座が関わってきた子どもたちの成長が表れた舞台とな
り、観客に感動を与える事業となった。

パペットユーススクール 27 239

（延べ人数）

講座名 回数 参加人数

こぐま座こども人形劇団 45 421

人形劇クラブの指導及び育成 50 336

【講座事業】
▼市民劇団の育成が、人形劇等の持続的な子ども文化の提供につな
がっている。令和6年度も各世代に合わせた人形劇等の育成事業を実
施し、新たに7劇団が誕生した。各種講座、人形劇ゼミナール、人形劇
スキルアップ講座の開催によって、人形劇創作の知識を深めるとともに
グループワークを学ぶ機会となった。講座終了後も劇場の主催事業や
自主公演を目標に活動している。
▼「経験者のためのパペットアトリエ」事業には4劇団が参加し、各劇団
が設定した公演日程に向けて新作・旧作のリニューアルを行い、上演を
行った。製作環境を提供し、自立した劇団活動を促すとともに良質な作
品づくりに取り組める力をつけられるように支援した。

主な事業 回数 参加人数

　児童文化の普及
や子どもの健全育
成、担い手の育成
に尽力していると
評価できる。今後
も安定的かつ魅
力的な公演を提
供できるよう、新
規劇団の育成に
関する支援を継続
すること。

・「やまびこ座」「こぐま座」が
文化発信拠点と同時に人材
育成拠点として認知されてい
ることは、これまでの実績と
成果である。

・これまで培ってきた人形劇
等における人材育成のノウ
ハウを生かし、若い世代が指
導者として次世代への育成を
担えるよう持続可能な支援を
進めていく。

・劇場が取り組んできた人形
劇の裾野拡大、人材育成の
成果を発揮することができ
た。人形劇に携わる市民の
裾野を拡げることで、これま
で育成してきた人材、アー
ティストによる子どもたちへの
波及効果が期待でき、途切
れることなく次世代の創造
者、指導者を育んでいくこと
が可能になる。

　子どもが人形劇
等の舞台芸術等
に触れるきっかけ
となる体験プログ
ラム事業及び児童
会館と連携した人
形劇指導は、人形
劇の裾野の拡大
において有意義で
ある。加えて、指
導にあたりアマ
チュア人形劇団の
協力を得ること
で、劇団側の経験
を積む機会となっ
ており、高く評価で
きる。

6



（別紙１）

【地域との共生および関係機関との連携】
▼令和6年度は中島児童会館開館75周年記念祭の一環として、中島
児童会館と合同で「開館記念事業「かもくま祭×あそびのフェスティバ
ル」を実施した。全市児童会館・豊水・西創成・曙地区民生委員児童
委員協議会、主任児童委員、パークホテル等の地域団体と実行委員
会を立ち上げ、近隣地域とともに周年事業を実施することができた。
▼劇場の機能やノウハウを生かし、地域に向けてアウトリーチ事業を
行った。資生館小学校では人形劇づくりと幼稚園の園児を対象に人
形劇を発表した。

【ソーシャルインクルージョン（社会的包摂）の機能を有した文化芸術
事業の拡充】
▼令和6年度は、新たに北海道では数少ない舞台手話通訳付き人形
劇の巡回公演を企画し、学校教育現場や新たな団体の協力を得るこ
とで、聴覚障がいの子どもたちに向けても文化芸術を鑑賞する機会を
拡充した。福祉センターでの開催では、障がいの有無に関わらず多く
の親子が共に観劇する機会となったことから、これまでの聴覚障がい
者に対する意識や、手話の手法を含めた鑑賞機会にさまざまな感想
が寄せられた。上演する劇団、アーティスト側においても、舞台手話
通訳という演出を含め人々に文化を届ける意義や豊かな表現方法を
追求する機会となった。これまで人形劇観劇の機会が少なかった障
がい当事者の方の観劇や参加が増加していることは大きな成果であ
る。

▼パペットアートヴィレッジ（舞台表現プログラム）では、昨年参加者
だった高校生が学校教育を卒業し、今年度は新たにスタッフとして事
業に関われるようにした。障がい者の中には余暇の過ごし方を自分で
選択していくことが難しく、生活範囲が限定されてしまう現状がある。
取り組む事業が社会とのつながりを創出する場、普段の生活から一
歩を踏み出せるコミュニティとして存在していくことを目指した。

【社会貢献事業の取組】
▼東日本大震災以降、さまざまな事業を通してつながってきた協力団
体と連携し、北海道内外で文化芸術活動を支援する「広域文化支援
ネットワーク形成事業」を実施した。令和6年度はネットワークを構築
するための準備期間として情報収集や関係づくりを進めた。やまびこ
座・こぐま座がセンター的役割を担い、広域的な関係機関と連携をとり
ながら、文化活動を通した社会貢献、文化芸術活動の活性化を達成
できるよう今後も取り組みを進める。
　5月　GW企画あそびの劇場チャリティイベント
　（能登半島地震チャリティイベントの開催）
　8～3月　福島県「高倉人形浄瑠璃座ワークショップ」
　（東日本大震災の被災者に対する文化的支援の一環として実施し
てきた人形浄瑠璃ワークショップの一会場として平成29年度より実
施。被災地支援としての役割は一つの役目を終えたが、伝統芸能を
通した地域の文化振興、札幌との文化的交流を目的とし、継続した活
動を支援）
　11～3月　お出かけ人形劇巡回公演
　（貧困やさまざまな家庭の事情により劇場に足を運べない子どもた
ちにも観劇の機会を提供）

・今後も地域の特性を生かし
て様々な外部団体や関係機
関と協働で事業を展開してい
く。また、地域の文化拠点とし
て、劇場の機能やノウハウを
生かした事業を行い、地域の
子どもたちの健全育成に役
立てていく。

・文化芸術活動を通して社会
の課題にアプローチを行って
いくことは、劇場の一つの使
命でもあり、様々な人たちが
文化芸術を享受し参加できる
機会を提供していくことが重
要である。やまびこ座・こぐま
座の取り組みとして、文化の
街・札幌を広くPRできる発信
力につながった。
・子どもたちの健やかな成長
を文化的視点から守り支援し
ていくため、新たな協力団体
や関係機関とつながり、ネッ
トワークを拡げていくことで
個々の力だけでは成し得な
い課題解決や新たな事業展
開につなげる。

・道内聾学校巡回公演、支援
学級・養護学校での特定の
子どもたちへのアプローチを
積極的に実施した。事業を通
して、障がいの有無に関わら
ず一人ひとりが個性を発揮で
きる場を創り出し、多様な他
者と出会い関わりを経験する
ことによって、「社会とのつな
がり」を創出している。

・これらの事業の実施によ
り、これまで足を運ぶこと
がなかった障害の方々の
観劇・参加が多くなったこ
とは成果といえる。障がい
のあるなしに関わらず、子
どもたちが豊かな体験活
動を通して色々なことに興
味を持ち可能性を拡げら
れるきっかけとなって欲し
い。また、市民のソーシャ
ルインクルージョンの理解
を進めるため、劇団や関
係団体と連携し発信力を
高めていくことが今後の課
題である。

　障がい児との
舞台芸術制作に
取り組み、より
多くの子どもが
文化体験の機会
を享受できるよ
うにしたことは評
価できる。加え
て、舞台手話通
訳付き人形劇の
巡回公演は、文
化芸術のアクセ
シビリティ向上に
大きく貢献して
おり評価できる。

　引き続き、地域
と連携した多くの
行事を通じて、子
どもから大人まで
の多くの市民が劇
場に集い、地域に
開かれた親しみあ
る劇場でありつづ
けること。
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（別紙１）

▽　劇団育成支援に関する業務

▽　人形劇等に関する指導、相談業務

▽　子どもに関わる舞台活動の拡充に関する情報収集・調査研究・立案及
び提供に関する業務

▼　関係機関の情報収集を行い、資料の整理を随時行った。市民か
らの要望に応じ、情報提供できる体制を整えた。
▼　札幌市内及び北海道内における児童文化関係団体や全国の公
立劇場、児童文化活動の調査に協力し、調査結果を共有して分析を
行った。広い視野に立った子どものための舞台活動の研究に努め
た。

▼　劇団支援策として「札幌市こども人形劇場こぐま座支援事業」を実
施した。（各劇団の中島児童会館占用利用について、使用料の一部
を負担する）
※申請件数38件
▼　運営協議会、利用者説明会、利用者アンケートを実施した。利用
者（劇団）側からの様々な要望を聞くことができた。
▼　市民ボランティア登録：21名（スタンプラリー指人形制作（12名）、
資料室MA・SO・BOおはなしの会（9名）、イベント等の事業運営スタッ
フとして活躍した。）
▼　各劇団、ボランティアが劇場を通して交流する機会を提供した。
①GWイベント（5月）
②開館記念祭「かもくま祭」（7月）
③MA・SO・BOハロウィン（10月）
④札幌人形劇祭（11月）※やまびこ座と共同で実施
⑤利用者懇談会（3月）

【展示室の活用およびその他】
・展示室の活用により、絵画展や紙芝居展等の特別展示、子どもたち
の作品展示、ボランティアによる読み聞かせ事業「おはなしの会」等
の実施した。市民や観光客にも、気軽に足を運んでもらえる企画を
行ったことで、施設の新規利用者獲得やイメージアップをする機会と
なった。
※企画展示年5回、ワークショップ2回、おはなしの会年21回実施し
た。
　やまびこ座と共同で人形劇観劇スタンプラリーを実施した。
　（カード発行枚数：6,603枚　※やまびこ座2,912枚、こぐま座3,691枚）

【中島児童会館との一体運営の取組】
▼札幌の子ども文化の発信基地として、人材育成や文化体験機会を
拡充するための発展的な事業展開（「まなび塾」「こども文化セミ
ナー」、「企画展」「子ども向けワークショップ」等）を目指した。また、札
幌の子ども文化を考える情報誌「MA・SO・BO通信（年6回）」の発行を
行った。

▼　人形劇の制作のための技術的指導ができる職員を配置し、日頃
から人形劇について、指導、助言ができる体制作りに努めた。公演時
や稽古時等において、適宜アドバイスを行い、劇団側と協働してより
良い作品づくりを行った。また、初心者のための人形劇講座を実施
し、より多くの市民の方々が子どもの文化に携わり、担い手として育っ
ていけるように環境を整えた。

・調査に協力する中で、こぐ
ま座ややまびこ座で人形劇
創作活動を行っている劇団
や子どもたちの活躍を、さま
ざまな形で発信することがで
き、両劇場のPRにもつながっ
た。

　関係団体等の調
査や情報収集、資
料の公開等、舞台
活動の拡充に取り
組まれており、評
価できる。

　子どもたちに魅
力的な舞台芸術
の鑑賞機会を提
供するためにも、
劇団育成は極め
て重要であること
から、劇団と連携
しながら、育成支
援を継続するこ
と。
　市民ボランティア
との協力関係が
構築されており、
共にサービスの向
上に努めているこ
とは評価できる。

・劇団の育成のため、今後も
継続して支援活動に取り組
んでいく。

・運営協議会、利用者説明
会、利用者アンケート等を実
施し、劇団側に十分な説明や
意見交換を行うことで、施設
の利用と協力体制を強化す
ることができた。

・市民ボランティアとの協働
事業は、職員がボランティア
間の橋渡し役となり、明るく
やりがいのある事業となるよ
う努めた。

　引き続き、こぐま
座にしかできない
継続性のある専
門的な指導に取り
組むこと。

・利用者にとって丁寧にかか
わることが制作活動の支援と
なっている。今後も劇団に対
し、上演や作品創造に関する
アドバイス、サポートをしてい
くために指導者、舞台スタッ
フの育成に取り組む。
・人材育成事業等の広い
ニーズに臨機応変に対応で
きるよう、さまざまな関係機関
と連携して人材発掘に努め
る。

・季節ごとの企画展示の実
施、MA・SO・BO通信の発行
等、新たな利用者獲得のた
めにしみんを惹きつける企画
を行った。
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（別紙１）

▽　その他、設置目的達成に資する業務

▽　利用件数等 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼　公演回数・観客数

利用人数（前年度32,835人・前年度比115％）

▽　不承認0件、　取消し0件、　減免0件、　還付0件

▽　利用促進の取組

▽　広報業務 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　施設ホームページのウェブアクセシビリティの確保

▽　引継ぎ業務

中島児童会館開館75周年記念事業
①「かもくま祭×あそびのフェスティバル」（7月7日～8日）
②「あそびの劇場～忍者黒マント団参上！」（7月27日）
1949年に開館した中島児童会館の75周年記念事業を実施した。地域
団体や児童会館と連携し、地域団体が企画・運営するあそびコーナー
や昔あそびを中心に誰もが楽しめるあそびを展開した。
③よみかたりフェスティバル（7月20日・21日））
　札幌市内・近郊で活動している読み聞かせボランティア・サークル団
体と人形劇団による連続公演のほか、絵本作家の方をお招きし、講
演会やこども向けのワークショップを実施した。

その他
動画配信　YouTubｅで事業の様子を動画配信した。
①パペットアートヴィレッジおたのしみ新年会　（1月17日）
②世界人形劇の日こども人形劇フェスティバル　（3月20日）

利用者総数

上演1回当たりの観客数

（5）施設利用
に関する業
務 （回・人）

R5年度実績 R6年度計画 R6年度実績

出演者数 1,911

上演回数 200 200 218

2,324

・利用率は上がっているもの
の、上演一回当たりの観客
数は前年度と同じ結果となっ
た。安定した集客を確保する
ために市民が再び劇場へ足
を運びたくなるような魅力的
な公演や事業を実施し、観劇
の機運を高めていく。

・第4期から継続して指定管理業務を行っているため、引継業務なし

44.9 45.7

9,966

25,461

15,000 37,751

観客数 8,982

研修・見学者数 21,942

32,835

・自然豊かな中島公園の
フィールドを存分に活用し、
市民に対しこぐま座と中島児
童会館の歴史的価値をＰＲす
るとともに、さまざまな体験機
会を提供することができた。
・これまで直接的な関わりの
なかった地域の読み聞かせ
ボランティア団体との交流機
会を設けることで、活動の成
果や活性化につながる貴重
な機会となった。
・市民や社会のニーズに応え
つつ良質な作品づくりを行う
ことで、やまびこ座・こぐま座
の取組として文化の街・札幌
を広くPRする。

　ソーシャルインク
ルージョンの視点
を取り入れた事業
を実施し、観劇者
から高い評価を得
たことは評価でき
る。今後も、魅力
的な公演を多く市
民に提供すること
で、児童文化の普
及に努めていくこ
とを期待する。

　公演回数、観客
数は前年と比較し
て増加しており評
価できる。
　今後とも、市民
サービスの拡充を
図るとともに、公
演の魅力の増加
や、団体利用の促
進など、さらなる
利用拡大に努め
ること。

・施設使用承認などについて
は、条例に基づき、適正に処
理を行った。

▼　主催事業、主催公演の際、他の公演、事業への呼びかけを行
い、宣伝等に努めた。

（6）付随業務

　利用者のニーズ
に合わせ、あらゆ
る広報手段を活用
して、積極的に情
報発信をおこなっ
ている。引き続き、
紙媒体、ホーム
ページ、ＳＮＳ、
メール通信それぞ
れの強みを活かし
た情報発信の手
法を検討し、効果
的な広報活動に
努めること。

・広報業務は、劇場の認知度
向上と観客数に直結する重
要なものであるとの認識のも
と、常に情報発信を行った。
令和6年度もSNS等を活用
し、公演情報や事業案内の
発信を適宜行った。今後は案
内だけではなく劇場での成果
も発信していけるような体制
を整えていく。

・札幌市内だけではなく、北
海道内の幼稚園や保育園等
からの団体観劇に係る問い
合わせが増えている。今後の
施設利用にもつながることか
ら、案内リーフレットを作成し
て、積極的に劇場や各施設
での団体観劇をPRしていき
たい。

▼よりわかりやすいホームページURL（https://koguyama.jp）にするた
めに独自ドメインを取得している。また、ウェブアクセシビリティを考慮
し、誰もが利用しやすいホームページを目指して運営を行った。令和6
年度のホームページアクセス数は359,519件、月平均29,960件、一日
の平均999件で昨年度より11.7％増であり、今後も充実したホーム
ページを目指し集客につなげていきたい。
▼公式SNS（Twitter、Facebook、Instagram、X）や無料通信アプリ
LINE公式アカウントを活用し公演・講座情報の発信を積極的に行い
利用者の利便性向上と集客につなげることができた。アンケート結果
でも出ているようにSNSによる公演等の市民の情報取得率は高い。
▼定期的に（年6回）こどもの劇場通信（公演情報、事業案内等）、
MA・SO・BO通信（子ども文化の発信）をやまびこ座と共同で発行し、
市内公共施設、関係機関、児童会館等、及びやまびこ座近隣小学校
5校へ配布した。また、公演ごとに来館者へ配布した。
▼公演情報を各報道機関等に提供する等、宣伝活動に努めた。ま
た、チラシ・ポスターを作成し、市民への配布のほか、地下鉄駅や劇
場館内への掲示を行い周知を図った。
▼公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会発行のさっぽろ・こども
情報マガジン「あそぼ」ダイジェスト版（市内全小学生配布）に、公演
情報を毎号掲載した（年3回各9万部発行）。

・ウェブアクセシビリティを考
慮し、誰もが利用しやすい
ホームページを作成した。・札幌市公式ホームページウェブアクセシビリティの方針に準じて、ア

クセシビリティの維持・向上に努め、ホームページの更新を行った。
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（別紙１）

２　自主事業その他

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

３　利用者の満足度

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

実施方
法

　観客用アンケート、利用者（劇団）アンケート、事業別参加者アンケート
をそれぞれ作成し、令和6年4月～令和7年3月の期間で実施した。（※ア
ンケート方法については、来館者にアンケート用紙を配付し回収した。任
意記名方式。）

▽　自主事業

▼　物品販売事業 ・市民サービスの一環として
物品販売を実施した。来場者
に喜ばれる新たな商品開発
により、公演後に観劇の記念
として購入する来場者が多
かった。
今後も、劇場の親しみやすさ
を高め、リピーターの増加に
つながるような物品の販売を
行う。

・来場者の約75％がホーム
ページやSNS、口コミ、公園
利用者の来場であることか
ら、劇場が地域に根ざし、日
常生活の延長として親しまれ
ていることがうかがえる。
ホームページやSNSを通じた
情報発信の効果が高く、オン
ライン広報が新規来場者の
獲得にも寄与していること。さ
らに、友人知人からの口コミ
による来場も多いことから、
観客の満足度が高いことも
わかり、これらの傾向をふま
えながら今後の広報活動を
強化していきたい。
・職員の対応や説明、こども
への配慮、設備に対しても好
意的な意見が多くを占める一
方で、施設設備に対しては、
客席の狭さやバリアフリーに
関するご意見もある。利用者
の多様化に対応しニーズに
合わせた取組みを行い、今
後も利用者に満足していただ
けるよう努めていきたい。

　アンケートの結
果は、要求水準を
達成しており、観
客、利用者、事業
参加者のほぼ全
てが職員の対応
や事業内容に対し
て満足しているこ
とが分かる。
　これは指定管理
者の努力の結果
であると考えられ
る。引き続きサー
ビス水準を維持す
るよう努めるととも
に、施設利用者の
意見を把握し、管
理運営に活かすこ
と。

　観客・利用者（劇
団）・事業別参加
者と3種類のアン
ケートを実施して
おり、それぞれの
ニーズを把握し、
よりよい施設運営
に反映させようと
努力しており、評
価出来る。

結果概
要

利用者
からの
意見・要
望とその
対応

【利用者（劇団）アンケート】
▼　回収20枚（目標20枚を達成）
▼　支援体制について…「困ったときに助言をいろいろとしていただいて
本当に助かりました」「訊ねた時にはやさしく笑顔で対応してくださる」「自
分たちが気が付かない点を気づかせてもらえるのがよい」など好意的な
意見をいただいた。
▼　施設サービスについて…「機材や道具がたくさんあり作業しやすいか
ら」「必要なものがすぐ手に入るのはありがたい」などの意見をいただい
た。
▼　職員について…「明るく笑顔で対応してくれる」「対応がいつもやさし
い」「お客様との距離が近くアットホームな気持ちになる」等の意見をいた
だいた。今後も劇団との信頼関係構築に努め、市民参加型の劇場運営を
進めていく。

【事業別参加者アンケート】
▼　事業内容について…どの事業に対しても、好意的な意見が数多く、
「プログラム内容が良かった」「勉強になった」「講師の方とお話が出来て
嬉しかった」など高評価が得られた。今後も参加者のニーズを取り入れ、
より満足を得られるよう事業内容の充実を図る。

▽　利用者アンケートの結果

　子どもが児童劇
等の活動に対して
興味を持つ契機と
なる事業である。
引き続き、来館者
のニーズを取り入
れながら、事業展
開を行うこと。

　市民サービスの一環として、マスコット人形や人形劇キット、手づくりおもちゃ、オリ
ジナルグッズ等の販売を各人形劇公演時に実施。集客の一助、リピーターの確保
等につなげ、公演の活性化を図る。
実施期間：令和6年4月1日～令和7年3月31日
販売商品：
①ハンドパペット　金額：300円～1,200円
②オリジナルグッズ（こぐまちゃんラバーストラップ、ピンバッジ等）　金額：50円～
500円
【販売実績】
①ハンドパペット：販売個数　63個　売上額　44,900円
②オリジナルグッズ：販売個数　492個　売上額　105,900円
合計：販売個数　555　売上額　150,800円

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

　第三者に対する業務委託、物品の調達などを行うにあたり、札幌市内の企業など
を積極的に活用した。

・引き続き、札幌市内の企業
及び福祉施設への配慮を行
う。

　観客・利用者（劇団）・事業参加者アンケート共に、「とても良い」「良い」
が過半数を占めており、多くの利用者に満足いただいていることがわかっ
た。
　今後も、アンケート結果を集約して利用者の意見、要望、苦情、ニーズ
等を把握し、施設設備、業務等の改善に反映させるよう努める。なお、回
収したアンケートについては、札幌市個人情報保護条例に基づき、取り扱
いに十分留意し、保管整理している。

【観客用アンケート】
▼　回収枚数：2,170枚（目標1,200枚を達成）
▼　職員の対応について…「案内が親切、丁寧である」「初めて来場を確
認し案内してくれた」等の意見を多くいただいた。引き続き、来場者に高い
評価をいただける接客対応に努めていく。
▼設備について…「ステージと観客席がちょうどいい大きさ」「小規模なの
が雰囲気があってよい」等の意見をいただいた。車いす利用者や高齢者
からは、「障害者同伴のため、スロープがあってほしい」「脚を伸ばして座
れる席がもう少しあると良い」との意見もあった。
▼環境について…「こどもへの配慮が行き届いている」「子どもと一緒に
座れる」「座席の配置が工夫されていてよかった」「公園が目の前なので
子どもと来やすい」等の意見があった。
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４　収支状況

▽　収支 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

自主事業収入

▽　説明

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　安定経営能力の維持

151 51

302 2

その他 5,807 5,762 ▲ 45

100

支出 30,699 30,224 ▲ 475

30,678 30,224 ▲ 454指定管理業務支出

自主事業支出 21 0 ▲ 21

収入-支出 ▲ 646

0 0

165 811

利益還元 0 0 0

0

適 不適

・次年度以降も指定管理業
務に係る収支バランスを考慮
し、安定的な運営をしていく。

　多くの事業実施
により、収入は計
画を上回り、収益
は165千円の黒字
となった。
　次年度以降も安
定的な運営に向
け、経費の節約に
努めるとともに公
演事業等の拡充
を図ること。

適 不適

23,846 24,174 328

利用料金 300

（千円）

項目 R6計画 R6決算 差（決算-計画）

811

▼　こぐま座に隣接する中島児童会館75周年もあり、連携した事業を数多く実施
し、入場料等の収入増が図られ収支のバランスを確保することができた。

▼　文化庁の「障害者等による文化芸術活動推進事業」が採択され、大幅な企画
事業収入の増収につながり、充実した内容で展開することができた。

▼　自主事業は、市民サービスの一環としてオリジナルグッズ等の物品販売を行
い、来場される市民の方々に好評を得た。

▼　当団体の財務状況等は、各事業実施時において収支バランス等を常に把握す
ることで、将来へ向けた安定経営能力は選定時より向上している。

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条例及び暴力団
の排除の推進に関する条例への対応

法人税等

収入 30,053 30,389 336

29,953 30,238 285指定管理業務収入

指定管理費

▼　各条例の規定に則り、全て適切に対応した。
▼　情報公開請求はありません。
▼　札幌市行政手続条例に基づき適正に処理を行った。
▼　協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）について、暴力団員や暴力
団関係事業者を相手に契約を行わなかった。

純利益 ▲ 646 165

11
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Ⅲ　総合評価

　札幌市こども人形劇場「こぐま座」は『豊かな子ども文化に彩られた
未来創造のまち・さっぽろ』を基本方針として、令和６年度も札幌市こ
どもの劇場「やまびこ座」とともに各種事業に取り組んだ。
　人形劇、児童劇、人形浄瑠璃等を柱とした多様な年齢層への公演
事業や人材育成事業、多様性を重視したインクルーシブ推進の取り
組み、そして舞台芸術を超えたあそびや子ども文化の発信、地域連
携事業といった多角的に事業を展開することができた。子どもたちが
この「さっぽろ」という街で、いつでも気軽に、そして身近に子ども文
化に触れることが当たり前となり、想像力や表現力が豊かに育って
いくことが、必ず創造的な街づくりにつながっていくと信じている。札
幌にある２つの劇場がその役割の一端を担っている責任を都度振り
返り、次年度以降につなげていく。

基本方針
　『豊かな子ども文化に彩られた未来創造のまち・さっぽろ』
　こども人形劇場は、「人形劇、児童劇等の制作及び発表と制作団体
の育成を通じて、青少年の情操のかん養を図り、もってその健全な育
成その他の活動に資すること」（札幌市こども劇場条例）を目的として
設置された施設である。全国的にも数少ない子どものための専門劇
場として、「子ども文化」を育むことで生み出される人と人のつながりに
より、こころ豊かな未来を描くことができる、地域の文化拠点を目指
す。
　こども人形劇場において子どもたちが文化芸術に触れることで情操
豊かに育つことに加え、 それを支える市民劇団を育成する中で醸成さ
れる地域コミュニティ創造を目指す事業を積極的に展開する。
市民に寄り添う人材育成を事業の根幹に据え、 舞台創作を支える専
門性に加え、人と人をつなげ導く能力の向上を目指す。「ソーシャルイ
ンクルージョン（社会的包摂）」機能を有した事業展開のレベルアップと
収益源の多様化について重点的に戦略立てて進める。

▪持続可能な人材育成事業の取り組み
　やまびこ座とこぐま座は文化発信拠点と同時に人材育成拠点とし
て認知されていることは、これまでの実績と成果の結果である。令和
６年度も新たに市民人形劇団が7劇団誕生した。しかしながら、育成
団体の高齢化や生活スタイルの変化に伴う母親層の人形劇団の減
少など、課題は残る。劇団同士のネットワークを今一度強化すると同
時に、持続的な創造環境を維持するための安定的な指導者（講師）
の確保と職員の専門的スキルの向上研修を継続していく。
▪文化芸術による社会的包摂機能を推進する事業展開
　今期指定管理の中で大きな柱として位置づけており、年々、進化し
続けている。共生社会の実現ということが国や札幌市の重点項目と
して位置付けられたことももちろん大きい。その上で、文化芸術が持
つ効果は、社会的にも認められつつある。障がいという壁に捉われ
ない障がい児も健常児も、そして国籍や民族等にも関係なく共に創り
あげる舞台を目指した。新作「北のおばけ箱３」の制作、「パペット
アートヴィレッジ」実施、そして、令和６年度から「手話通訳付き人形
劇公演レギュラー化」を実施。
　また支援学級や道内支援学校巡回公演などのアウトリーチ事業も
積極的に展開し、さらに新たな団体等との関係を構築することがで
き、次年度への期待が高まっている。これまで劇場に足を運ぶことが
なかった障がいの方々が毎週のように観劇に訪れるなど、効果は少
しずつ表れ始めている。今後は、アンケートや実際の来館者数値を
分析することで市民からの要望や理解を深めるための発信力を高め
ていく。
▪安定的な事業運営のための収益確保
　令和６年度は、こぐま座に隣接する中島児童会館75周年もあり、連
携した事業を数多く実施し、入場料等の収入増が図られた。文化庁
の「障害者等による文化芸術活動推進事業」が前年度に引き続き採
択され、大幅な委託料の増収につながった。社会動向に目を向け、
「いま」注目される文化的な物事にアンテナを張ることで財源確保に
もつながっていくことが証明された。
　また、「ヤッホーの会」を試行的に実施し、やまびこ座、こぐま座のリ
ピーターと応援団を増やす事業を実施。今後は、応援団を増やすこ
とでの収入増につながる事業スキームを早急に組み立てていく。
▪広報戦略および施設利用におけるデジタル化
　LINE通信、FacebookなどのSNSを活用した情報発信は、アンケート
結果からも公演等の市民の情報取得率が高い。SNSでのリアルタイ
ムな交流は、現在の若い世代や若い親世代にとっては当たり前であ
り、日常的であるため、今後は公演案内だけではなく、事業案内や
劇場への要望など、活用法を広げていくこともも一つであると考え
る。
　また、令和６年度、道路工業様から寄付をいただいたパペットカー
の活用方法は期待大である。中島公園のゆきあかり事業や児童会
館との連携事業などでパペットカーでの上演を実施し、アウトリーチ
事業の幅が広がった。やまびこ座とこぐま座をPRするためにも次年
度以降の積極的な事業展開を図っていく。
　施設利用については、アンケート結果からも概ね高評価をいただい
ている。しかしながら、現状に甘えず、利用者の利便性や効率化を
狙ったデジタル活用などを今後も模索していく。

重点取組事項
　令和6年度の課題と照らし合わせながら、下記の5項目を展望に事業
展開を進めていく。

①人材育成事業の継続、それに伴う指導者養成、職員養成の実施
　人材育成事業は根幹であり、劇場運営において最も重要である。し
かしながら、その人材を生み出すための人材（指導者、講師、職員）の
育成が急務であり、若い世代へのチャレンジを促す。

②インクルーシブ事業の更なる事業展開と発信
　市民ニーズが高い事業であることは見えてきた。さらに積極展開を
図っていく。そして「いいだ人形劇フェスタ」派遣など、全国に札幌の取
り組みを発信し、全国レベルの交流や広域的な連携事業につなげて
いく。同時に足元にも目を向け、より市民に理解される取り組みを行
う。

③アウトリーチ事業の拡大
　パペットカーを活用した幅広い事業展開。児童会館等との内部連携
事業から外部や広域的連携事業まで、あらゆる関係機関とつながり、
被災地支援なども視野に事業展開を行う。

④業務改善（管理）に向けた具体的取り組みの整理
　7年度は、あらためて業務整理を行い、改善に向けた具体的な方向
性を打ち出す。

⑤外部団体とのネットワークの構築
　人形劇を中心とした子ども文化、舞台芸術関係団体とのネットワーク
のハブ機能として、人形劇の新たな可能性を創りあげる体制を構築す
る。

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項
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　施設の維持管理、貸館業務、事業の実施、施設の管理運営について
は全般に渡り適切な業務の執行がなされている。
　『豊かな子ども文化に彩られた未来創造のまち・さっぽろ』を基本方
針とし、施設の設置目的（青少年の情操の涵養、健全な育成）を具体
化している。職員全体が一体となって、親しみやすく温かな雰囲気の劇
場づくりに努めている点は高く評価できる。引き続き、中島児童会館と
一体化している点も生かしながら、効率的、効果的な管理運営を行
い、人形劇場という特色を生かした活動を通じて、本市の児童文化の
普及・促進に寄与するように努めてほしい。

【所管局の評価】

改善指導・指示事項

　施設の設置目的を達成するため、今後とも制作団体の育成を行って
いく必要があることはもちろんのこと、より多くの利用者に多様な体験
機会を提供するため、引き続き市民ニーズを検証し、より魅力的な創
意工夫ある事業を展開していくこと。
　また、今後も経費節約に努めるとともに公演事業等の拡充に取り組
むことで安定した管理運営を図ること

総合評価
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